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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

千
九
百
九
十
二
年
の
油
に
よ
る
汚
染
損
害
の
補
償
の
た
め
の
国
際
基
金
の
設
立
に
関
す
る
国
際
条
約
の
二
千
三

年
の
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
二
○
号

（
先
議
）
要
旨

）

こ
の
議
定
書
は
、
近
年
に
お
け
る
タ
ン
カ
ー
に
よ
る
油
汚
染
事
故
の
汚
染
損
害
の
総
額
が
現
行
の
「
一
九
九
二
年
の
油
に
よ

る
汚
染
損
害
の
補
償
の
た
め
の
国
際
基
金

（
以
下
「
一
九
九
二
年
基
金
」
と
い
う

）
に
よ
る
補
償
の
限
度
額
を
上
回
る
よ

」

。

う
な
状
況
が
見
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に
お
い
て
、
よ
り
大
規
模
な
油
に
よ

る
汚
染
事
故
に
も
対
応
し
得
る
新
た
な
条
約
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
結
果
、
二
○
○
三
年
（
平
成
十
五
年
）
五
月

に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
外
交
会
議
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
議
定
書
は
、
前
文
、
本
文
三
十
一
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り

「
一
九
九
二
年
基
金
」
に
よ
る
補
償
が
十
分
で
な
い
場

、

合
に
補
償
を
行
う
追
加
的
な
国
際
基
金
を
設
立
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

一

「
二
○
○
三
年
の
油
に
よ
る
汚
染
損
害
の
補
償
の
た
め
の
追
加
的
な
国
際
基
金
」
を
設
立
す
る
。
追
加
基
金
は
、
各
締
約

、国
に
お
い
て
、
当
該
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
に
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お
け
る
裁
判
上
の
手
続
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
と
認
め
ら
れ
る
。

二
、
こ
の
議
定
書
は
、
締
約
国
の
領
域
（
領
海
を
含
む

）
及
び
国
際
法
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
締
約
国
の
排
他
的
経
済
水
域

。

等
に
お
い
て
生
ず
る
汚
染
損
害
並
び
に
当
該
汚
染
損
害
を
防
止
し
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
の
防
止
措
置
（
と
ら
れ
た
場
所

の
い
か
ん
を
問
わ
な
い

）
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

。

三
、
追
加
基
金
は
、
一
の
事
故
に
つ
い
て
、
汚
染
損
害
の
総
額
が
「
一
九
九
二
年
基
金
条
約
」
に
定
め
る
適
用
可
能
な
補
償
の

限
度
額
を
超
え
又
は
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
当
該
汚
染
損
害
を
被
っ
た
者
が
当
該
汚
染
損
害
に
関
す
る
確
定
さ
れ
た

債
権
に
つ
い
て
「
一
九
九
二
年
基
金
条
約
」
の
下
で
十
分
か
つ
適
正
な
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
補
償
を

行
う
。

四
、
追
加
基
金
が
支
払
う
補
償
の
総
額
は
、
一
の
事
故
に
つ
い
て
、
そ
の
額
と
こ
の
議
定
書
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
汚
染
損
害

に
つ
き
「
一
九
九
二
年
責
任
条
約
」
及
び
「
一
九
九
二
年
基
金
条
約
」
に
基
づ
い
て
実
際
に
支
払
わ
れ
る
賠
償
額
及
び
補
償

額
と
の
合
計
額
が
七
億
五
千
万
計
算
単
位
（
約
一
千
二
百
億
円
）
を
超
え
な
い
よ
う
に
制
限
さ
れ
る
。

五
、
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
追
加
基
金
に
対
し
て
下
し
た
判
決
は
、
各
締
約
国
に
お
い
て
、
承
認
さ
れ
か
つ
執
行
力
を
付

与
さ
れ
る
。
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六
、
追
加
基
金
へ
の
年
次
拠
出
金
は
、
締
約
国
の
領
域
内
に
あ
る
港
又
は
受
入
施
設
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
港
又
は
受
入
施
設

に
向
け
て
海
上
を
輸
送
さ
れ
た
拠
出
油
を
、
暦
年
中
に
総
量
に
お
い
て
十
五
万
ト
ン
を
超
え
て
受
け
取
っ
た
者
（
石
油
会
社

等
）
が
支
払
う
。

七
、
追
加
基
金
に
、
総
会
及
び
追
加
基
金
の
事
務
局
長
を
長
と
す
る
事
務
局
を
置
く
。
総
会
は
、
徴
収
さ
れ
る
べ
き
拠
出
金
の

総
額
を
決
定
す
る
。
締
約
国
は
、
追
加
基
金
へ
の
拠
出
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
。
締
約
国
は
、
油
の
受
取
に
関
す
る
情
報

を
追
加
基
金
の
事
務
局
長
に
対
し
送
付
す
る
。

八
、
追
加
基
金
へ
の
年
次
拠
出
金
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
締
約
国
に
お
い
て
最
低
百
万
ト
ン
の
拠
出
油
が
受
け
取
ら
れ
た

も
の
と
す
る
。
締
約
国
は
、
当
該
締
約
国
に
お
い
て
受
け
取
ら
れ
た
拠
出
油
の
総
量
が
百
万
ト
ン
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

不
足
分
に
つ
い
て
追
加
基
金
へ
の
拠
出
金
を
自
ら
支
払
う
義
務
を
負
う
。

九
、
一
の
締
約
国
に
お
け
る
拠
出
者
が
一
暦
年
に
支
払
う
拠
出
金
の
合
計
額
が
年
次
拠
出
金
の
総
額
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超

え
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
出
者
が
支
払
う
拠
出
金
は
、
そ
の
合
計
額
が
当
該
総
額
の
二
十
パ

ー
セ
ン
ト
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
、
一
定
の
割
合
で
減
額
し
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
お
け
る
拠
出
者
が
支
払
う
拠
出
金

を
、
一
定
の
割
合
で
増
額
す
る
。
こ
の
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
の
規
定
は
、
す
べ
て
の
締
約
国
に
お
い
て
一
暦
年
中
に
受
け
取
ら
れ
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た
拠
出
油
の
総
量
が
十
億
ト
ン
に
達
す
る
日
又
は
こ
の
議
定
書
が
発
効
し
た
日
の
後
十
年
の
期
間
が
満
了
す
る
日
の
い
ず
れ

か
早
い
日
ま
で
適
用
す
る
。


